


H22 年度繊維学部個別学力検査 後期日程（数学）出題意図 

 

 大学における共通教育及び専門教育の授業を学習するのに必要な基礎的な知

識を理解する能力があるかどうかを確認するための問題を出題した。特に微積

の基礎的な知識、数式の計算力、図形の把握力などの確認に重点を置いた。 

 

１．図形と方程式の知識を問う問題である。円と直線の位置関係を判別式を使

って把握する力を試しているが，円の中心は三角関数（媒介変数（θ）による

表示）で表されているので三角関数の知識も試している。小問はそれぞれ， 

（１）円と直線が接するときの条件を判別式を使って求める問題（ただし，

円の半径と円の中心と直線の距離の関係からも求めることもできるし，円

の接線の方程式と直線の傾きを比較することによっても解ける問題であ

る） 

（２）円と直線が異なる2点で交わるときの条件を判別式を使って求める問

題（ただし，円の半径と円の中心と直線の距離の関係からも求めることも

できる問題である）。 

（３）円に直線交わってできる弦の長さを求める問題（座標値から求める

こともできるが，幾何学的に三平方の定理を使っても求めることができる

問題である）。 

（4）弦の長さが最大になるときのθ値を求める問題（放物線と三角関数の

知識を問う問題） 

である。 

 

２．微分および積分に関する基本的な能力を確認することを意図した。小問は

それぞれ， 

  （１）媒介変数表示のときの微分， 

  （２）無理関数の積分に関する問題 

である。 

 



３．図形を座標を用いて表わし、図形の性質を代数的に表現できるかの確認と

数式の展開力の確認を意図した。小問はそれぞれ， 

  （１）座標を用いた直線の方程式の表現， 

  （２）点と直線との距離を求める問題（三角形の面積利用でも解ける）， 

  （３）正弦定理の表現の変形（式の展開、正弦定理の利用、中学で学習済 

     みの二等辺三角形の性質の利用など種々の解き方が可能）， 

  （４）ある条件を満足する円に内接する三角形の面積の最大値の求め方の 

     確認 

である。 

 

４．整関数の積分の問題である。曲線と直線で囲まれる部分の面積をきちんと

計算できるか、分数を含む計算を効率的にできるかどうかの確認を意図した。 

小問はそれぞれ， 

  （１）曲線と直線の交点を求める問題， 

  （２）直線の傾きを求める問題， 

  （３）曲線と直線で囲まれる部分の面積比を求める問題， 

  （４）同上（解法には種々の考え方が可能である。分数計算になるがブル 

     ートフォース法でも解けるが、因数をまとめるオーソドックスな解 

     き方をすると簡単に解ける） 

である。 

 

以上 












